
特別支援学校中学部生徒が
集団の中で安定して活動に
参加できるための指導

事例研究報告
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得意さを活かして他害行動を減らす



生徒の実態
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・中学部生徒 自閉症
・視覚優位。個別スケジュールの活用は定着している。
・教員との個別課題は比較的安定して取り組む。
・人との会話が好き。簡単な日常会話は成立。
「なんで？」「教えて」などの質問が多い。

・集団活動場面では他害･多弁･嘔吐などの行動が多い。
・友だちや教員を叩く･蹴る･つねる･髪の毛をひっぱる
などの他害がある。

・家庭ではほぼ毎日，兄弟とのケンカがある。
・外部サービス先でも同様の行動が続いている。



保護者の願い

教員の願い
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・落ち着いて学校生活を送ってほしい

好ましい集団参加をしてほしい
・他害をなくして活動に参加してほしい
・多弁，嘔吐を減らして自立的な行動をして
ほしい



アドバイザーからの助言
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・他害などの問題行動をコミュニケーションと
捉え，視覚的に配慮された方法で個別的に好
ましいかかわり方を徹底して教える

・記録（特にきっかけの部分）を分析して，授
業参加しやすい工夫をする

・罰のコントロールばかりでなく，ポジティブ
なルール（トークンシステム）を設定する

・集団活動場面における「授業参加」を増や
し，学びのある授業を行う

・対応を学部で統一する



助言を受けての見直し
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【助言前】
・教員が付き添い，視線を遮ったり会話に
よって気になる音などを遮断したりする

・視覚的な活動スケジュール
・適度に会話しながら課題遂行
・集団活動には距離をとって部分参加
・他害があった場合，善悪を伝えるが端的に注意
するにとどめる

・移動や課題の遂行中はすぐに活動に復帰させる
・クラスでの日常生活の指導の時間には教員を増
員する



助言を受けての見直し
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【助言後】＊助言前の取り組みは継続
・好きな担任が自分から離れる体験を通して，
行動と善悪の因果関係を説明した
・日常生活の指導の時間に担任がソーシャルス
トーリーズTMやイラスト，リハーサルで適切な
かかわりを教えた
・他害があった場合の対応（好きな教員とかか
わることができない）を学部間で共有した
・トークンを導入した
・記録を続け，環境との相互作用として分析し，
授業改善を進めた



指導の手続き
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〈ベースライン〉
・主に担任が付き添い音や動きなどの刺激を遮断する
・視覚的な活動スケジュールを活用する
・適度な会話をしながら課題を遂行する
・集団活動は友だちと距離をとり，教員と会話をしな
がら部分的に参加する

・会話は本人が好む口調やキーワードを活用する
・本人の動線を大きくとる
・他害があった場合には善悪を端的に説明する
すぐ目の前の課題に復帰させる



指導の手続き
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〈介入１〉
・朝の日常生活の指導の時間に適切なかかわりを
ソーシャルストーリーズTMやイラスト等で説明する

・他害があった場合には好子である担任がタイム
アウト（１～３分）する。教科担任の授業中に起き
た場合は担任が教室に入る時間を５分遅らせる

〈介入２〉＊介入１に追加
・トークンを導入（①→②の順）
①１日他害がなかったら中学部チャレンジ日記（ふり
返りノート）に「仲良しシール」を貼る

②午前中に他害なくいい行動が続いたら担任と隣で
給食を食べる



記録方法と記録

9

【記録方法①】
他害（×の行動）を担任や教科担任が記録用紙に
記録し、担任がグラフ化する

【記録】助言前：ベースライン
助言後：介入１，介入２

回数･･･１日に起こった他害の回数
（叩く，蹴る，つねる，ひっかく，
髪の毛をひっぱる）



記録方法と記録
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【記録方法②】
好ましい行動（〇の行動）を担任が記録、グラフ
化する

【記録】助言前：ベースライン
助言後：介入１，介入２

回数･･･日常生活の指導場面に起こった好ましい
行動の回数

（肩をトントンとたたく，相手の名前を
呼ぶ，手でタッチする，自分から挨拶
する）



記録方法と記録

11

記録方法①
×の記録

記録方法②
○の記録



指導の成果
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6月22日～7月3日 ベースライン
8月31日 ～10月9日 介入１
10月12日～10月23日 介入２ｰ①
10月26日～1月29日 介入2ｰ②
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指導の成果
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8月31日 ～9月2日 ベースライン
9月7日 ～10月9日 介入１
10月12日～10月23日 介入２ｰ①
10月26日～1月29日 介入2ｰ②
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指導の成果
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・他害の絶対数が減り，好ましい行動が増えた
・かかわりのきっかけを知り，自分から好ましい
かかわりができるようになった

・中学部の他の友だちや他学部の子ども，教員な
ど新しい相手とのかかわりが増えた

・語彙，会話のバリエーションが増えた
・嘔吐の絶対数が減った
・外部サービス先でも好ましい行動が増えた
・問題行動の機能が明確になり，支援体制の整備
に役立てられた



ここが成功のポイント
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・本人の得意さ（人への関心，お話好き，視覚
優位性）を活かすことができた

・他害の代替え行動として「適切なかかわり」
を身につけることができた

・記録を丁寧に取ることで，行動の機能を分析
して支援体制を整えることができた

・情報共有したことでキーパーソンから学部教員，
関係の支援者へと統一した支援が展開できた


